
MGD 検査報告フォーマット 

 

検査名  Confocal microscopy 

記入者氏名 松本幸裕 

検査の目的 マイボーム腺構造の解剖学的変化 

検査法  

Heidelberg Retina Tomograph Ⅱ－Rostock Cornea ModuleⓇ（HRT-RCM）を用いる。 

眼瞼を翻転しながら、眼瞼結膜に TomoCapⓇを装着した対物レンズを接触させる。 

モニターで観察しながら、焦点をマイボーム腺にあわせる。 

検査に必要なもの 

 HRT-RCM（Heidelberg Engineering） 

 TomoCapⓇ（Heidelberg Engineering） 

  Comfort gel（Bosch&Lomb） 

これまでの報告の結果 

 MGD の患者では、健常者に比べて、マイボーム腺腺房の密度の減少および腺房直径の拡

大を認める。また、それらは、MGD の臨床所見の重症度とよく相関する。 

検査の variation 不明 

Repeatability（検査内、検査間） 不明 

Sensitivity 不明 

Specificity 不明 

検査の問題点  

 全体像を観察（把握）できない。機器が高価である。 

問題点への解決策 

 Meibography などを併用して補填する。 
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